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❶
区
内
の
中
小
企
業
の
ア
雇
用

現
況
を
示
す
指
標
と
な
る
も
の
は
。

イ
雇
用
環
境
に
対
す
る
区
の
認
識

は
。
❷
区
内
中
小
企
業
の
求
人
情

報
と
城
南
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
卒
業
生
の
間
を
取
り
持
つ
仕
組

み
を
強
化
し
、
採
用
が
進
ま
な
い

区
内
中
小
企
業
を
支
援
す
べ
き
で

は
。
❸
若
者
就
業
体
験
事
業
に
建

設
業
界
も
加
え
て
は
。
❹
中
小
企

業
が
知
的
資
産
を
見
え
る
化
す
る

こ
と
は
、
区
が
実
施
す
る
中
小
企

業
支
援
に
資
す
る
も
の
と
考
え
る

が
、
見
解
を
。
❺
今
後
の
事
業
所

内
保
育
に
つ
い
て
ア
展
望
や
支
援

の
あ
り
方
は
。
イ
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
の
も
と
、
新
た
な

枠
組
み
を
検
討
す
る
な
ど
積
極
的

な
取
り
組
み
を
望
む
が
、
所
見
を
。

　

地
域
振
興
事
業
部
長　

❶
ア
有

効
求
人
倍
率
だ
。
イ
求
職
状
況
は

好
況
だ
が
、
求
人
側
の
区
内
中
小

企
業
の
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
と

認
識
し
て
い
る
。
❷
城
南
職
業
能

力
開
発
セ
ン
タ
ー
と
合
同
就
職
面

接
会
等
を
共
催
し
て
お
り
、
今
後

も
区
内
中
小
企
業
の
人
材
確
保
に

つ
い
て
連
携
を
強
め
て
い
く
。
❸

　

❶
怒
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
を
学
ぶ
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
つ
い
て
ア
校
長
へ
の
研
修

や
他
自
治
体
の
実
践
例
へ
の
評
価

等
は
。
イ
一
般
教
員
へ
の
研
修
を
。

ウ
区
職
員
へ
の
研
修
の
目
的
は
。

エ
区
民
が
学
ぶ
利
点
は
。
オ
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
、
子
ど
も
と
一
緒
に
研
修
を

行
え
る
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
は
。

　

教
育
次
長　

❶
ア
教
員
の
体
罰

防
止
効
果
や
自
他
を
尊
重
す
る
態

度
の
育
成
に
有
効
と
考
え
る
。
イ

費
用
負
担
等
の
課
題
が
あ
る
が
、

研
究
す
る
。
ウ
人
材
育
成
に
生
か

す
こ
と
だ
。
エ
子
育
て
等
で
効
果

が
期
待
で
き
る
。
オ
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
に
提
案
の
趣
旨
を
伝
え
て
い
く
。

　
品
川
区
内
に
お
け
る
発
電
と
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

　　

❶
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

と
省
エ
ネ
の
基
本
的
な
考
え
等
は
。

❷
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
の
考
え

は
。
❸
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
助

成
事
業
に
つ
い
て
ア
家
庭
用
の
助

成
数
が
減
少
し
た
理
由
は
。
イ
事

業
者
用
の
助
成
が
３
年
で
26
件
程

度
に
と
ど
ま
る
理
由
は
。
❹
第
二

次
品
川
環
境
計
画
に
お
け
る
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
は
。

❺
水
素
ス
タ
ン
ド
等
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
。
❻
産
学
官
連
携
の
ア
事

例
は
。
イ
将
来
の
可
能
性
は
。

　

区
長　

❶
❷
公
共
施
設
へ
の
設

備
の
導
入
や
、
助
成
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
地
域
で
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
確
保
も
含
め
、
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
施
策
と
考
え
て
い
る
。

❸
ア
東
日
本
大
震
災
で
増
加
し
た

も
の
が
従
来
の
件
数
と
な
っ
た
と

考
え
る
。
イ
工
事
費
用
が
高
額
な

こ
と
等
が
理
由
だ
。
❹
電
気
自
動

車
等
は
、
率
先
し
て
導
入
を
進
め

て
い
る
。
❺
時
間
貸
し
駐
車
場
へ

の
導
入
も
増
え
て
お
り
、
動
向
を

注
視
す
る
。
❻
ア
工
学
院
大
学
と

「
シ
ナ
モ
ニ
」
で
連
携
し
た
。
イ

需
要
が
あ
れ
ば
連
携
を
図
る
。

　
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て

　　

❶
品
川
区
の
被
害
件
数
と
推
移

は
。
❷
他
自
治
体
と
比
較
し
て
の

特
徴
は
。
❸
課
題
は
。
❹
特
殊
詐

欺
根
絶
オ
ー
ル
東
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
進
捗
状
況
は
。
❺
関
係
機
関

と
の
連
携
は
。
❻
子
ど
も
の
力
を

か
り
た
啓
発
活
動
を
。
❼
子
ど
も

が
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
の
教

育
を
。
❽
未
成
年
が
受
け
子
の
誘

い
を
受
け
た
場
合
の
相
談
窓
口
は
。

❾
「
迷
惑
電
話
チ
ェ
ッ
カ
ー
」
等

の
導
入
を
検
討
し
て
は
。
10
銀
行

の
行
員
等
へ
の
研
修
は
、
振
り
込

め
詐
欺
防
止
に
有
効
で
は
な
い
か
。

　

地
域
振
興
事
業
部
長　

❶
平
成

24
年
が
107
件
、
25
年
が
77
件
、
26

年
10
月
末
ま
で
の
累
計
が
59
件
で
、

前
年
同
期
と
比
べ
11
件
の
マ
イ
ナ

ス
だ
。
❷
他
区
同
様
、
オ
レ
オ
レ

詐
欺
の
被
害
件
数
が
最
も
多
い
。

❸
手
口
の
多
様
化
に
よ
り
的
を
絞

っ
た
対
策
が
取
り
に
く
い
。
❹
各

自
治
体
で
効
果
を
上
げ
て
い
る
施

策
を
と
り
ま
と
め
る
予
定
だ
。
❺

年
２
回
、
警
察
署
や
町
会
等
で
構

成
す
る
生
活
安
全
協
議
会
を
開
催

し
て
い
る
。
❻
小
学
生
に
よ
る
わ

ん
ぱ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
広
報
活

動
を
し
て
い
る
。
❼
セ
ー
フ
テ
ィ

教
室
な
ど
で
注
意
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
❽
学
校
の
目
安
箱
等
の
利

用
を
周
知
し
、
相
談
の
際
に
は
教

育
委
員
会
が
関
係
機
関
と
連
携
し

対
応
す
る
。
❾
都
の
動
向
を
注
視

す
る
。
10
既
に
警
察
署
が
指
導
し

て
お
り
、
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

羽
田
空
港
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

　

❶
検
討
さ
れ
て
い
る
内
容
は
。

❷
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
❸

区
民
生
活
へ
の
影
響
は
。
❹
羽
田

空
港
近
隣
へ
の
騒
音
の
影
響
等
は
。

❺
騒
音
の
監
視
は
区
が
行
う
の
か
。

❻
騒
音
が
基
準
以
上
の
際
に
は
、

国
に
補
償
等
を
求
め
て
は
。
❼
時

間
ご
と
に
ル
ー
ト
が
か
わ
る
空
港

は
、
他
に
も
あ
る
の
か
。
❽
区
民

へ
の
説
明
を
国
に
要
望
し
て
は
。

❾
都
心
ル
ー
ト
新
設
に
対
し
、
区

は
国
に
要
望
や
意
見
が
で
き
る
の

か
。
10
外
国
人
観
光
客
増
加
に
伴

う
取
り
組
み
の
検
討
を
。

　

都
市
環
境
事
業
部
長　

❶
品
川

区
も
含
め
た
内
陸
部
上
空
も
活
用

し
た
飛
行
経
路
で
、
空
港
機
能
の

強
化
を
図
る
も
の
だ
。
❷
国
か
ら

提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
❸
騒
音
の

影
響
等
を
考
え
て
い
る
。
❹
基
準

を
上
回
る
騒
音
が
想
定
さ
れ
る
の

は
八
潮
二
丁
目
等
の
一
部
だ
。
❺

事
業
者
や
国
の
責
任
で
実
施
さ
れ

る
べ
き
と
考
え
る
。
❻
状
況
に
応

じ
求
め
て
い
く
。
❼
国
内
で
初
と

な
る
。
❽
既
に
行
っ
た
。
❾
都
や

関
係
区
市
連
絡
会
等
で
申
し
入
れ

等
を
行
う
。
10
観
光
協
会
と
連
携

し
品
川
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

体
験
事
業
で
採
用
に
至
っ
た
企
業

は
19
社
で
建
設
業
も
２
社
含
ま
れ

て
い
る
。
❹
平
成
23
年
度
か
ら
特

許
等
の
知
的
財
産
取
得
費
助
成
や

専
門
相
談
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

は
更
に
知
的
財
産
の
見
え
る
化
を

進
め
、
経
営
力
強
化
を
促
進
す
る
。

❺
ア
イ
事
業
所
内
保
育
施
設
は
本

来
事
業
者
が
整
備
す
る
も
の
だ
が
、

協
働
の
視
点
か
ら
地
域
貢
献
の
１

つ
と
し
て
支
援
を
検
討
す
る
。

　
区
民
の
健
康
づ
く
り
と
歯
・
口
腔

ケ
ア
に
つ
い
て

　

❶
し
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21
の

骨
子
案
で
、
歯
と
口
の
健
康
を
保

つ
と
い
う
個
別
目
標
を
あ
げ
て
い

る
が
、
歯
と
口
の
健
康
を
保
つ
こ

と
が
健
康
づ
く
り
と
ど
う
関
係
が

あ
る
と
考
え
る
の
か
。
❷
在
宅
高

齢
者
の
訪
問
歯
科
診
療
を
充
実
す

る
た
め
、
介
護
な
ど
他
職
種
と
の

情
報
連
携
、
必
要
機
器
の
準
備
等

を
組
織
的
に
担
う
仕
組
み
と
拠
点

が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
を
。

　

区
長　

❶
近
年
、
歯
周
病
を
治

療
す
る
と
血
糖
値
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
や
す
く
な
る
等
の
報
告
が
あ

る
。
歯
と
口
の
健
康
保
持
が
生
活

習
慣
病
等
、
全
身
の
健
康
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
等
を
掲
載

予
定
だ
。
❷
医
療
連
携
検
討
部
会

で
情
報
共
有
を
し
て
い
る
。
訪
問

歯
科
診
療
の
現
状
と
課
題
を
確
認

し
、
今
後
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

障
が
い
者
の
入
所
施
設
と
医
療
ケ

ア
に
つ
い
て

　

❶
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

施
設
で
の
障
が
い
児
（
者
）
の
受

け
入
れ
に
つ
い
て
ア
実
績
は
。
イ

課
題
は
。
❷
特
養
ホ
ー
ム
で
の
障

が
い
児
（
者
）
の
短
期
入
所
受
け

入
れ
に
あ
た
り
ア
施
設
側
に
必
要

中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て 塚

本
よ
し
ひ
ろ　

議
員

（
公
明
）

大倉たかひろ　議員（民・改）

アンガーマネジメント
について

な
準
備
等
は
。
イ
胃
ろ
う
等
の
医

療
行
為
は
障
が
い
児
（
者
）
に
も

実
施
可
能
か
。
❸
施
設
入
所
者
へ

日
常
的
な
医
療
行
為
が
必
要
と
な

っ
た
場
合
の
対
応
は
。
❹
将
来
的

に
区
内
障
が
い
者
入
所
施
設
で
の

医
療
ケ
ア
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
。

　

健
康
福
祉
事
業
部
長　

❶
ア
過

去
２
回
ほ
ど
緊
急
対
応
し
た
。
イ

年
齢
の
違
い
や
様
々
な
障
害
の
状

況
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
整
備

等
だ
。
❷
ア
様
々
な
障
害
に
対
応

す
る
た
め
の
環
境
整
備
が
必
要
だ
。

イ
現
状
で
は
難
し
い
。
❸
協
力
医

療
機
関
へ
の
入
院
を
経
て
状
態
が

改
善
し
な
い
場
合
に
は
、
医
療
体

制
の
整
っ
た
施
設
等
へ
入
所
い
た

だ
く
。
❹
今
後
研
究
し
て
い
く
。

区
政
に
お
け
る
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
に
つ
い
て

　

❶
が
ん
検
診
に
遠
隔
画
像
診
断

を
導
入
す
れ
ば
、
検
診
施
設
に
複

数
の
読
影
医
を
置
か
ず
に
二
重
読

影
が
で
き
、
検
診
日
時
の
拡
充
等

が
し
や
す
く
な
る
と
考
え
る
が
ア

遠
隔
画
像
診
断
が
行
わ
れ
な
い
理

由
は
。
イ
必
要
な
対
応
を
。
❷
都

が
進
め
る
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
を
区

有
施
設
や
商
店
街
等
で
整
備
す
れ

ば
、
１
度
の
登
録
で
幅
広
く
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
で
き
る
の
で
は
。
❸

広
報
媒
体
の
選
択
肢
に
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
を
加
え
て
は
。

　

副
区
長　

❶
ア
イ
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
確
保
や
個
人
情
報
保
護
に
課
題

が
あ
り
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

な
お
、
肺
が
ん
検
診
は
二
重
読
影

で
き
る
区
内
21
医
療
機
関
で
実
施

し
て
い
る
。
❷
訪
日
外
国
人
向
け

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
接
続
ア
プ
リ
と
の
連

携
は
有
用
と
考
え
て
お
り
、
展
開

が
で
き
る
か
検
討
し
て
い
く
。
❸

引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

本会議傍聴（山中小学校）


